
学校・家庭・地域のつながり 

Connection between School, Home and Community 
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1979.9.1 霧が丘第一小学校開校 

1982.4.1 霧が丘中学校開校 

         霧が丘第二小学校開校 

1984.4.1 霧が丘第三小学校開校 

2006.4.1 霧が丘小学校開校（３小学校統合） 

2010.4.1 霧が丘小中学校開校（小中一貫校） 

2016.4.1 霧が丘学園開校（義務教育学校） 

横浜市立義務教育学校 霧が丘学園 
○共通 

E-mail y4kiriga@edu.city.yokohama.jp 
○小学部 
〒226-0016 横浜市緑区霧が丘 4－3 
TEL 045-921-8002 FAX 045-922-6409 
E-mail y3kiriga@edu.city.yokohama.jp 
○中学部 
〒226-0016 横浜市緑区霧が丘 4－4 
TEL 045-921-8004 FAX 045-922-6041 

 E-mail y2kiriga@edu.city.yokohama.jp 

 

学習ボランティアによる読み聞かせ 
霧が丘大運動会でソーラン節を披露 

する６年生（霧の里グラウンド） 

横浜市立義務教育学校 

霧が丘学園 
学校経営についてご意見をいただく 

学校運営協議会 

連合自治会主催の富士山レーダー 

ドーム見学に参加する児童 

PTA による防犯パトロール 

（児童生徒も参加） 

地域の方からの授業支援 連合自治会からいただいた花を 

美化委員が植栽 

霧が丘スポーツ推進委員会主催の 

「新春・歩こう会」（児童生徒も参加） 
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mailto:y3kiriga@edu.city.yokohama.jp
mailto:y2kiriga@edu.city.yokohama.jp


・子どもたちの興味・関心を高める授業実践に取り組み、

学びの基礎・基本を身に付けるようにします。（小） 

・基礎・基本を習得させ、学習課題に活用し、探究する

喜びを実感できる学びの実践を進めます。（中） 

・仲間を大切にし、礼儀正しく、最後までやり遂

げる心を育てます。（小） 

・自律の精神を培い、自他の人格を尊重し、思い

やりの感性を伸ばします。（中） 

・自他の健康に関心をもち、生命を大切にする姿勢

を育みます。（小） 

・自他の生命を尊重し、心身ともに健やかな成長を

心がける姿勢を育みます。（中） 

・豊かな体験活動を通して、地域社会の一員として生き

る姿勢を育てます。（小） 

・様々な人とのコミュニケーションを通じて、地域・社

会に貢献できるように育てます。（中） 

・言語活動や情報教育を通してコミュニケーション

能力を育て、国際社会に対するものの見方を広げ

ます。（小） 

・様々な人とのコミュニケーションを通じて、地域・

社会に貢献できるように育てます。（中） 

 

教 育 目 標  Educational Goals        

  

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

小 中 一 貫 教 育 Integrated Elementary and Junior High School Education 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

                                                                                        

すすんで挑み、自分をみがく 

～「何する、どうする」から 

「気づく、考える、行動する」へ ～ 

【学校教育目標】人とのかかわり合いを大切にした教育を推進し、豊かな人間性をもった児童・生徒を育てます。 

継ぎ目のない９年間の義務教育 
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９年間で育む資質・能力   Qualities and Abilities Nurtured in Nine Years 

 

 

 

教職員の交流と授業研究 
小中合同の企画会、教科会、指導

部会等を設置し、様々な交流行事

の計画や教科指導等について共通

理解を図り、小中一貫教育を推進

しています。小中共同授業研究会

も実施しています。 

特別支援教育の推進 
個別支援学級では、小中共同授業

を実施しています。小中の特別支

援コーディネーターを中心に、９

年間一貫した特別支援教育を推進

しています。 

○コミュニケーション能力 
・「聴く」力の育成 

・様々な人とかかわる場の設定 

・相手意識をもったやり取り 

・言葉と言葉以外のコミュニケーション手段の一体化 

 

○情報活用能力 
・課題解決学習の充実 

・授業や家庭学習での ICT の効果的な活用 

・学校図書館、学習情報センターの利活用 

・情報モラル教育の推進 

○表現力 
・言語活動の充実 

・言葉以外の表現方法の活用 

・相手に配慮した表現の工夫 

・「あすなろ」（演劇）を柱とした表現活動 

 

【中期取組目標】 

課題解決のために情報を収集・整理・分析

し、まとめ・表現する学習活動を充実させ、

主体的・対話的で深い学びの視点から授業改

善を図る。 

乗り入れ授業 
小学部・中学部の教員

が相互に乗り入れ授業

を行い、９年間継ぎ目

のない教育を推進し、

資質・能力の育成を目

指しています。 

児童生徒指導の推進 
児童支援専任、生徒指導

専任を中心に児童生徒の

情報共有をし、継続した

指導と支援を推進してい

ます。 

フレキシブルな異学年交流 
１～９年生の縦割りグループで活動する

小中交流タイム（きりたまタイム）、小学

部内で行っているペア学年活動、小中学

生が一緒に給食を食べる交流給食、合同

音楽祭など、ねらいに応じて様々な異学

年交流を行っています。 


